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「
和に

ほ
ん

の
国
」
は
こ
こ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た

京
都
府
の
日
本
海
側
に
面
す
る
海
の
京
都
。

古
来
よ
り
自
然
の
神
を
奉
る
「
和
の
心
」
を
持
つ
独
自
の
文
化
に

海
か
ら
伝
わ
っ
た
先
進
文
化
が
融
合
し
、

強
大
な
古
代
文
明
を
築
き
ま
し
た
。

こ
の
地
は
、
数
々
の
神
話
や
国
生
み
伝
説
の
舞
台

「
和
に
ほ
ん
の
源
流
」
そ
の
も
の
で
す
。

平
安
京
で
は
貴
族
の
憧
れ
の
地
と
し
て
歌
に
詠
ま
れ
、

江
戸
時
代
に
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
、

以
降
も
貿
易
の
拠
点
と
し
て
、

大
陸
を
結
ぶ
重
要
拠
点
と
し
て
時
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

海
の
京
都
に
は
、
天
地
山
海
の
景
観
や
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
、

「
和
に
ほ
ん
の
源
流
」
が
今
も
な
お
脈
々
と
い
き
づ
い
て
い
ま
す
。

日
本
を
感
じ
る
た
め

海
の
京
都
へ
行
く

京都市京都市

京都府京都府

兵庫県兵庫県 福井県福井県

●●

京丹後市京丹後市

日　本　海日　本　海

与謝野町与謝野町

福知山市福知山市

伊根町伊根町

宮津市宮津市

舞鶴市舞鶴市

綾部市綾部市

海の京都観光圏

静せ
い

な
る
海
が
紡つ
む

ぎ
出
す

時じ

空く
う

を
超
え
る
宝
箱

脈
々
と
い
き
づ
く

和に
ほ
ん

の
源
流
を
め
ぐ
る
旅

天
に
つ
な
が
る

太
古
の
聖
地

家
か
、
漁ぎ
ょ

場ば

か
、

窓
の
下
に
は

旬
の
魚
た
ち

「
ド
ッ
コ
イ
セ
」
が

智ち

え慧
を
う
み
だ
す

福
の
ま
ち

和
で
つ
む
ぐ

綾
の
ま
ち

悠
久
の
時
が

奏
で
る
神
の
箱
庭

う
ら
に
し
と

機は
た
が
み神
さ
ま
に

育
ま
れ
る

縮ち
り
め
ん緬

の
郷さ
と

10
舞鶴市

舞鶴赤れんが
パークエリア

06
宮津市

天橋立エリア

18
伊根町

伊根浦舟屋群
エリア

12
福知山市

福知山城エリア

14
綾部市

綾部まちなか
エリア

08
京丹後市

久美浜・夕日ヶ浦
エリア

16
与謝野町

ちりめん街道
エリア
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月つ
き

の
輪わ

田で
ん

（
京
丹
後
市
）

丹
後
ち
り
め
ん

（
京
丹
後
市
・
与
謝
野
町
）

舞
鶴
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

（
舞
鶴
市
）

黒
谷
和
紙
（
綾
部
市
）

福
知
山
城
の
石
垣

（
福
知
山
市
）

神か
み
た
に
た
ち
の
み
や

谷
太
刀
宮
の

磐い
わ
く
ら座

（
京
丹
後
市
）

ち
り
め
ん
街
道
（
与
謝
野
町
）

オ
イ
ル
サ
ー
デ
ィ
ン
（
宮
津
市
）

富
士
酢
（
宮
津
市
）

先
進
文
化
の
中
心
、
田タ

ニ

ハ庭
国

青
き
煌
め
き
に

強
大
な
古
代
文
明
の
息
吹
を
感
じ
る

新
旧
の
文
化
が
寄
り
添
っ
た
地

人
の
営
み
と
と
も
に

受
け
継
が
れ
る
和
の
源
流
を

め
ぐ
る
ロ
マ
ン
の
拠
点
へ

「
海
の
京
都
」
を
象
徴
す
る
青
色
。
こ
れ
は
天
橋
立
を
見
下
ろ

す
丘
陵
地
に
あ
る
与
謝
野
町
大お

お

風ぶ

ろ呂
南
み
な
み

一い
ち
ご
う号

墓ぼ

か
ら
出
土
し

た
ガ
ラ
ス
釧
の
色
で
す
。
断
面
が
五
角
形
を
し
て
お
り
、
大
陸

文
化
の
技
術
力
の
高
さ
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。
ま
た
、
京
丹

後
市
久
美
浜
町
湯ゆ

舟ふ
ね
ざ
か坂
二に

号ご
う
ふ
ん墳
か
ら
出
土
し
た
日
本
最
大
級
の

飾
り
大た

ち刀
。
優
れ
た
彫
金
の
技
術
に
よ
り
二
対
の
龍
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
聖
な
埋
蔵
品
の
煌
め
き
の
先
に
、
古
代
文
明

の
ロ
マ
ン
溢
れ
る
「
海
の
京
都
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭

和
初
期
に
か
け
て
、
高
級
織

物
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
が
隆

盛
を
極
め
た
場
所
で
す
。

生
地
の
表
面
が
細
か
い

凸
凹
状
に
な
っ
て
お
り

「
シ
ボ
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ボ
に
よ
り

独
特
な
風
合
い
が
醸
し

出
さ
れ
ま
す
。

明
治
33
年
か
ら
大
正
10

年
頃
ま
で
に
建
て
ら
れ

た
旧
海
軍
の
兵
器
庫
。

現
在
は
展
示
ス
ペ
ー
ス

や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
家
の
落
武
者
が
始
め
、

今
な
お
伝
統
的
な
古
法

の
手
す
き
技
術
を
守
り

続
け
て
い
る
黒
谷
和
紙
。

8
0
0
年
も
の
歴
史
が

あ
り
、
和
紙
の
中
で
も

屈
指
の
美
し
さ
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

日
本
の
稲
作
発
祥
の
地
。

豊
受
大
神
が
こ
こ
で
育

て
た
米
を
天
照
大
神
に

奉
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

鮮
度
と
品
質
の
良
い
イ
ワ
シ
を
手
作

業
で
丁
寧
に
さ
ば
い
て
詰
め
た
人
気

の
缶
詰
。
薄
味
で
、
魚
本
来
の
風
味

が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
農
薬
の
米
を
使
っ
て
自
家

蔵
で
杜と
う

氏じ

に
よ
っ
て
本
格
的

に
造
ら
れ
た
酒
を
一
年
が
か

り
で
静
置
発
酵
、
熟
成
さ
せ

て
造
っ
た
酢
で
す
。

大
小
2
対
の
龍
が
向
か
い

合
っ
て
玉
を
く
わ
え
る
意
匠

を
環
頭
に
あ
し
ら
っ
た
金
銅

装
の
大
刀
。
古
墳
時
代
後
期

の
横
穴
式
石
室
墳
か
ら
出
土

し
ま
し
た
。

舟
形
木
棺
に
埋
葬
さ
れ

た
人
物
の
胸
部
付
近
に

置
か
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
腕
輪
。
風
化
せ

ず
、
完
全
な
形
を
保
ち
、

透
明
感
の
あ
る
青
色
が

残
っ
て
い
ま
す
。

天
守
閣
の
石
垣
に
は
、
近

隣
社
寺
の
石
塔
類
を
利
用

し
、
城
の
お
守
り
と
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
の
切
れ
込
み
が
南
北

を
向
い
て
お
り
、
古
代

よ
り
方
位
を
示
す
神
聖

な
場
所
と
し
て
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
か
ら
製
鉄
や
ガ
ラ
ス
・
水
晶
の
加
工
を
行
う
な
ど
、
こ
の

地
域
は
優
れ
た
も
の
づ
く
り
の
場
所
で
し
た
。
そ
の
技
術
と
こ

だ
わ
り
の
遺
伝
子
は
、
や
が
て
丹
後
ち
り
め
ん
を
生
み
出
し
日

本
最
大
の
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
我
が
国
の
繊
維
産
業
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く

貢
献
し
た
の
が
舞
鶴
市
の
赤
れ
ん
が
建
築
で
し
た
。
福
知
山
城

の
石
垣
に
は
た
く
さ
ん
の
五
輪
塔
や
宝ほ

う

篋
き
ょ
う

印い
ん
と
う塔

が
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
転
用
石
の
利
用
は
石
材
の
不
足
、
短

期
の
築
城
の
た
め
と
い
う
理
由
の
他
に
、
お
城
を
守
護
す
る
と

い
う
領
民
の
強
い
意
識
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
伊
根
の
舟
屋
で
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
合
理
的
に
溶
け

込
ん
だ
独
自
性
の
あ
る
人
々
の
生
活
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
「
海
の
京
都
」
に
は
、
人
の
営
み
と
と
も
に

伝
承
さ
れ
て
き
た
「
和に

ほ
ん
の
源
流
」
を
感
じ
る
場
所
が
数
多
く
あ

り
、
ロ
マ
ン
に
溢
れ
た
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガ
ラ
ス
釧
く
し
ろ

金こ
ん
ど
う
そ
う
そ
う
り
ゅ
う
か
ん
と
う
た
ち

銅
装
双
龍
環
頭
大
刀

天
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
が

伊
勢
神
宮
に
呼
び
寄
せ
た
女
神

豊
と
よ
う
け
の
お
お
み
か
み

受
大
神
と
は
？

食
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
豊
受
大
神
は
現
在
、
天
照
大
神
と
と

も
に
伊
勢
神
宮
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
「
海

の
京
都
」
で
祀
ら
れ
て
い
た
神
で
す
。
天
照
大
神
が
伊
勢
神

宮
に
遷
ら
れ
た
後
に
、
米
や
酒
造
り
の
技
術
を
持
っ
た
豊
受

大
神
を
自
分
の
元
に
呼
び
寄
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
受
大
神
の
ふ
る
さ
と
「
海
の
京
都
」
は
、
日
本
の
稲
作
発

祥
の
地
「
月つ

き

の
輪わ

田で
ん

」
の
神
話
や
、
天
女
が
造
っ
た
酒
が
日

本
酒
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
羽
衣
伝
説
の
舞
台
で
す
。「
ニ
ッ

ポ
ン
の
食
」
の
源
流
で
も
あ
る
「
海
の
京
都
」。
古
代
か
ら
肥

沃
な
大
地
と
お
い
し
い
水
、
そ
し
て
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
地

域
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
神
話
や
伝
説
が
生
ま
れ
、
そ

れ
ら
は
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
、
豊
か
な
食
文
化
を
育
み
、

こ
だ
わ
り
の
あ
る
特
産
品
を
生
む
な
ど
「
食
の
王
国
」
で
あ

り
続
け
て
い
ま
す
。

05 04



0607

ま
ち
な
か
散
策

178

178

176

京都縦貫
　自動車道

宮津
天橋立IC

KTR宮津線

線
福
宮
R
T
K

1㎞

丹鉄天橋立駅

智恵の輪灯籠
智恩寺2

天橋立公園・廻旋橋1

天橋立ビューランド

天橋立

ケーブル

天橋立神社・磯清水

眞名井神社4
傘松公園5

成相寺6

元伊勢籠神社3

丹鉄宮津駅
観光案内所

天橋立観光情報
ステーション

宮津市観光交流センター

天
橋
立
ビ
ュ
ー
ラ
ン
ド

3
6
0
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

日
本
三
景
天
橋
立
を
眺
め
る
展
望
所
の
あ

る
遊
園
地
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
風
景
は

「
飛
龍
観
」と
呼
ば
れ
、
天
に
舞
う
龍
の

姿
に
た
と
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ノ
ラ
マ

が
体
感
で
き
る
飛
龍
観
回
廊
や
イ
タ
リ
ア

か
ら
や
っ
て
き
た
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
た
く
さ
ん
の
遊
具
が
あ
り
ま
す
。

〈智恵の餅 〉
小さな餅に餡をたっぷりの
せたもので、食べると智恵
を授かるといわれています。

2  〈智
ち

恩
おん

寺
じ

〉
智恵を授かる文殊さん
日本三文殊のひとつで通称切戸（又は九世戸）の
文殊として知られています。通りに面した山門は、
市の指定文化財で丹後地方最大級の山門です。
㊡境内自由  ☎0772ｰ22ｰ2553

1  〈天橋立公園・廻
かいせんきょう

旋橋 〉
船が通るたびに
90度旋回する珍しい橋
天橋立と文殊堂のある陸地をつなぐ橋。
橋の下を通る大型船舶が増え、昭和35
年に手動式から電動式へ変わりました。
㊡見学自由  

5  〈傘松公園 〉
「股のぞき」発祥の地
ここからの眺めは天橋立が昇り龍のように見えるこ
とから「昇龍観」と呼ばれています。少し高台にあ
る展望所には名前の由来となった「傘松」という松
があり、股のぞき発祥の地として知られています。
㊡無休  ☎0772 2ー7ｰ0032（丹後海陸交通㈱成相営業所）

6 〈
成な
り
あ
い相
寺じ

〉

西
国
28
番
札
所

本
尊
は
「
身
代
わ
り
観
音
」や
美
人

観
音
と
し
て
評
判
の
聖
観
世
音
菩

薩
。
本
堂
・
鎮
守
堂
・
鐘
楼
は
京
都

府
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
悲
話
を
伝
え
る
「
撞
か

ず
の
鐘
」や
左
甚
五
郎
作
の
「
眞
向

の
龍
」が
あ
り
ま
す
。

㊡
境
内
自
由

☎
0
7
7
2ｰ

2
7ｰ

0
0
1
8

4  〈眞名井神社 〉
拝殿の後ろには天橋立の根本地
といわれる磐座があります。右は
丹後の守護神「豊受大神」、左
は「天照大神」が祀られています。
古名を吉佐宮といい籠神社の元
宮であったと伝えられています。
㊡境内自由  

3  〈元
もと

伊
い せ

勢籠
この

神社 〉
お伊勢さまのふるさと丹後一宮
2,500年におよぶ古代祭祀を継承し、主神は彦火明命。御本殿は
伊勢神宮と同様の神明造りで、高欄上の五色の座玉は伊勢神宮御
正殿と籠神社以外には拝せられないものです。
㊡境内自由  ☎0772ｰ27ｰ0006

天
橋
立
を
鳥
瞰
的
に
描
い
た
水
墨
画
と
し
て
知
ら
れ
る

雪
舟
最
晩
年
の
代
表
作
。 

実
際
の
風
景
を
描
い
た
水
墨

画
と
し
て
は
最
古
の
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
日
本
絵
画

史
上
最
も
謎
が
多
い
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
智
恩
寺
、

籠
神
社
、
成
相
寺
の
三
所
に
は
朱
が
施
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
数
多
く
の
寺
社
や
籠
神
社
ゆ
か
り
の
冠
島
・
沓
島
、

土
地
に
伝
わ
る
物
語
の
舞
台
な
ど
を
巧
み
に
描
き
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
橋
立
を
海
を
渡
る
参
道
と
捉

え
、
絵
図
全
域
を
神
と
仏
が
交
わ
る
聖
地
と
し
て
表
現

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
海
渡
る
参
道
・
天
橋
立
〉

文　

珠

府　

中

〈丹後とり貝 〉
通常のとり貝の2〜3倍の大きさ
で、京のブランド産品に認定され
ています。5月下旬〜6月下旬。
☎0772ｰ22ｰ8030（天橋立観光協会）

京都府漁連提供

天
橋
立
駅

徒
歩
5
分

海
上
遊
覧
12
分

徒
歩
10
分

徒
歩
10
分

ケ
ー
ブ
ル
4
分

バ
ス
7
分

1 

天
橋
立
公
園
・
廻か

い
せ
ん
き
ょ
う

旋
橋

2 

智ち

恩お
ん

寺じ

3 

元も
と

伊い

勢せ

籠こ
の

神
社

4 

眞
名
井
神
社

5 

傘
松
公
園

6 

成な
り
あ
い相
寺じ

㊡毎年2月中旬の数日  
☎0772ｰ22ｰ5304（天橋立総
合事業株式会社）

モ
デ
ル
コ
ー
ス

グルメ

府
　
中

文
　
珠

●雪舟筆「国宝・天橋立図」（京都国立博物館蔵）

●文殊堂

〈智恵の輪灯
とうろう

籠 〉
元々は灯台として造られたもの。
その形からいつしか智恵の輪灯
籠と呼ばれています。

●山門

飛龍観
ビューポイント

天
に
つ
な
が
る

太
古
の
聖
地

〜
神
仏
の
源
流
に
触
れ
る
幸
福
感
〜

神
が
天
地
を
往
来
し
仏
が
人
を
導
く
聖

地
、
天
橋
立
。
日
本
創
世
の
神
イ
ザ
ナ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
界
か
ら
梯
子
を
降
ろ

し
た
と
さ
れ
る
元
伊
勢
籠
神
社
の
奥

宮
・
眞
名
井
神
社
の
古
代
祭
祀
場
、
天

地
に
暴
れ
る
龍
を
文
殊
の
智
恵
を
も
っ

て
善
龍
に
改
心
さ
せ
た
と
さ
れ
る
文
殊

菩
薩
を
祀
る
智
恩
寺
な
ど
、
こ
こ
に
は

天
地
和
合
の
物
語
の
舞
台
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

〈磯清水 〉
周囲を海に囲まれていながら真水が湧き
出る不思議な井戸。「日本の名水百選 」
に認定されています。

〈天橋立神社 〉
さまざまな龍伝説が残る天橋立の中に
ある神社で、豊受大神、八大龍王など
をお祀りしています。

〈宮津市〉
天橋立エリア
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ま
ち
な
か
散
策
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1㎞

豪商稲葉本家2
東稲葉邸3

神谷太刀宮1

綿徳商店4

旧湊小学校6
蛭児神社5

夕日の路7

丹鉄
久美浜駅

遊覧船のりば

久美浜湾

丹鉄夕日ヶ浦
木津温泉駅

観光案内所

琴
引
浜

鳴
砂
で
知
ら
れ
る

全
長
1
・
8
㎞
の
砂
浜

歩
く
と
「
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
」と

音
が
す
る
琴
引
浜
は
、
鳴
砂
の

浜
と
し
て
全
国
で
初
め
て
国
の

天
然
記
念
物
及
び
名
勝
に
指
定

さ
れ
た
浜
で
す
。
古
く
か
ら
多

く
の
文
人
や
学
者
が
訪
れ
、
和

歌
や
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。

3  〈東稲葉邸 〉
二百年前の酒蔵倉庫
稲葉本家八代市郎右衛門英邦の時、
本家は代官所の公務で「糀屋」の商売
のやりくりが難しくなったので、兄弟で
分家を四軒作り酒造業を行いました。
㊡外観自由  

〈海に浮かぶ日
ひ

間
ま

の架け橋 湊
みなと

宮
みや

〉

〈ばらずし〉
ハレの日を祝う丹後の郷土
料理。鯖のおぼろが特徴で、
まつぶたと呼ばれる浅い木
箱にすし飯を敷き切り分け
て食べるのが丹後独特のス
タイルです。

〈琴引浜鳴き砂文化館 〉
鳴砂のすべてがわかる体験型の
施設です。
㊡火曜（祝日の場合は翌日）
☎0772ｰ72ｰ5511

1  〈神
かみたに

谷太
た ち の み や

刀宮〉
崇
す う じ ん

神天皇の十年、丹後平定を命じられた四道将
軍・丹波道主命が出雲の大国主命をお招きして
祀ったのが神谷神社で、丹波道主命の神魂とし
て「国見剣」を祀ったのが太刀宮です。この二
つが合祀されて現在の神谷太刀宮となりました。
㊡境内自由  

〈磐
いわくら

座〉
古代の人々は、自然を神とし
て祀り、星や太陽による祭
祀を行ってきました。ここは
その痕跡を残す場所です。

2  〈豪商稲葉本家 〉
千石船の交易により財を築いた商家
稲葉本家初代の喜兵衛は織田信長の家臣団、美濃三人衆の一人稲葉
一鉄の末裔と言われています。家業は「糀屋」を生業とし、千石船を活
用した日本海沿岸の交易業や掛け屋（金銭貸出）も営み資産を増やしま
した。稲葉家の豪商になっても支えてくれた人々への感謝を忘れず、困っ
た時には助け合う和の心は、現在の「和心のまち」につながっています。
㊡水曜  ☎0772ｰ82ｰ2356

6  〈旧湊小学校 日時計〉
日時計はこの地に住む人々
が太陽の動きを日々の、
また、四季折々の行動基
準としてきたことを象徴的
に表しています。
㊡見学自由  

5 〈
蛭ひ
る

児こ

神
社
〉

神
の
箱
庭
の
一
つ
の
象
徴

古
来
、
日
留
居
大
明
神
と
称
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
蛭
児
神
社
と
表

記
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
通

称
は
日
間
の
宮
と
い
い
ま
す
。
元

は
四ジ

ジ

ラ

ダ

ケ

神
ヶ
嶽
に
奉
斎
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
今
か
ら
お
よ
そ
8
0
0
年

前
に
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
ま
し

た
。
四
神
ヶ
嶽
に
神
と
と
も
に
玄

武
、
朱
雀
、
青
竜
、
白
虎
が
降
り

て
き
た
こ
と
か
ら
、
四
神
ヶ
嶽
と

表
記
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

㊡
境
内
自
由  

7  〈夕日の路 〉
神が海に用意してくれた日鏡
湊宮から続く全長8㎞の白砂の浜の東端で、別名「常

と こ

世
よ

の浜」ともいいます。
太陽が夕日に変わる少し前、海面に映る黄金色の照り返しはまるで美しい鏡
のようです。浜辺に沿ってのびる散策路「夕日の路」にはベンチが並び、ゆっ
くりと夕日を楽しむことができます。

4  〈綿
わたとく

徳商店 〉
久美浜名産「鯛せんべい」と

「このしろ寿司」を製造販売
しています。このしろ寿司は
冬季限定商品です。
㊡不定休  ☎0772ｰ82ｰ0216

久
美
浜

湊　

宮

夕
日
ヶ
浦

ひとあし
のばして!

〈久美浜湾遊覧船 〉
勾
ま が た ま

玉の形をした波穏やかな湾
船上からは、神の宿る神体山かぶと山や、まるで海に家が
浮かんでいるかのような美しい湊宮の風景が望めます。
要予約  ☎0772ｰ82ｰ0045

グルメ

1 

神か
み
た
に谷
太た

ち
の
み
や

刀
宮

徒
歩
10
分

徒
歩
5
分

海
上
遊
覧

30
〜
60
分

車
20
分

2
3
4 

豪
商
稲
葉
本
家
付
近

久
美
浜
湾
遊
覧
船
の
り
ば

5
6 

湊
宮
ま
ち
歩
き

7 

夕
日
の
路

モ
デ
ル
コ
ー
ス

湊
　
宮

夕
日
ヶ
浦

久
美
浜
駅

悠
久
の
時
が
奏
で
る

神
の
箱
庭

〜
神し

ん

呼こ

吸き
ゅ
う

・
凜
と
し
た
美
し
さ
〜

こ
の
地
域
で
見
ら
れ
る
原
風
景
は
、
大

自
然
が
放
つ
宇
宙
の
息
吹
と
鼓
動
に
満

ち
て
お
り
、
自
分
の
心
が
開
放
さ
れ
て

い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
縄
文
時

代
か
ら
現
代
ま
で
時
代
の
移
ろ
い
の
中

で
も
変
わ
ら
ぬ
、
日
本
人
の
原
点
と
は

何
か
を
語
り
か
け
て
く
る
凜
と
し
た
美

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

〈京丹後市〉
久美浜・夕日ヶ浦エリア
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1㎞

東郷邸5

JR東舞鶴駅

赤れんが博物館2

自衛隊桟橋3
遊覧船乗り場

赤れんがパーク1

海軍記念館4

観光案内所

観光案内所

細
川
氏
ゆ
か
り
の
城
跡

石
田
三
成
方
が
大
軍
で
攻
め
込
み
、「
関
が
原
の
合

戦
」の
前
哨
戦
に
な
っ
た
舞
台
と
し
て
有
名
な
田
辺

城
。
現
在
は
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
4
年

に
は
城
門
内
に
資
料
館
を
復
興
、
展
示
室
で
は
、
細

川
幽
斎
を
中

心
と
し
た
歴

代
城
主
や
、

城
下
町
・
田

辺
の
歴
史
を

紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

彰
古
館
で
は
、

「
糸
井
文
庫
」

の
錦
絵
資
料

を
展
示
し
て

い
ま
す
。

海
抜
3
2
5
m
か
ら
の

3
6
0
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

舞
鶴
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
五
老
ヶ
岳
。
そ

の
山
頂
に
あ
る
五
老
ヶ
岳
公
園
は
、
眺
望
の
美

し
い
こ
と
で
知

ら
れ
「
近
畿
百

景
」の
第
一
位
に

選
ば
れ
て
い
ま

す
。
展
望
広
場

に
は
大
空
に
向

か
っ
て
そ
び
え

立
つ
「
五
老
ス

カ
イ
タ
ワ
ー
」が

あ
り
、
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
で
き

る
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
も
あ
り
ま
す
。

引
き
揚
げ
の
歴
史
を
世
界
へ
伝
え
る

終
戦
後
、
旧
満
州
や
旧
ソ
連
領
か
ら
の
引
揚
者

を
温
か
く
迎
え
た
舞
鶴
港
。

引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
史
実
を
伝
え
る

舞
鶴
引
揚
記
念
館
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
日
本

の
家
族
に
送
っ
た

手
紙
や
抑
留
中
に

記
し
た
日
誌
な
ど

の
記
録
を
展
示
。

平
成
27
年
10
月
10

日
に
収
蔵
資
料
の

う
ち
5
7
0
点
が

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記

憶
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

ひとあし
のばして!

ま
ち
な
か
散
策

1  〈舞鶴赤れんがパーク〉（日本遺産 ）
レトロな雰囲気ただよう赤れんが造りの憩いの場
国の重要文化財に指定されている倉庫群のひとつ。明治35年の建設当時は旧海軍兵
器廠倉庫でしたが、今は展示スペースやホール、喫茶コーナーを備え、交流の場となっ
ています。また不定期でライブイベントやアートフェスタなども開催されています。
㊡年末年始  ☎0773ｰ66 1ー096

〈Cafe jazz〉
市政記念館１階のCafe 
jazzでは、海 軍の調 理
隊 員のため の 教 科 書

「厨
ちゅうぎょう

業 管 理教 科 書」と
「割

か っ ぽ う

烹術
じゅつ

参考書」に記さ
れている「海軍カレー」

「海軍ロール」「肉じゃ
が丼」など海軍ゆかりの
メニューが味わえます。
☎0773ｰ63ｰ7177

2  〈赤れんが博物館〉（日本遺産 ）
世界初! れんがを
テーマにした博物館
赤れんが博物館は、明治36年
に建設された魚形水雷庫を利
用。現存する鉄骨れんが造りの
建物としてたいへん貴重なもの
で、国の重要文化財の一棟。館
内ではれんがの歴史、世界各国
のれんがなどを展示しています。
㊡年末年始  ☎0773ｰ66 1ー095

●舞鶴市政記念館（赤れんが2号棟）
激動の明治・大正・昭和時代から現代に至るまで
の舞鶴市のあゆみや、浦入遺跡から出土した世界
最古級とされる5,300年前の縄文丸木舟（市指定
文化財）を展示しています。（2階）

●まいづる智
ち え

恵蔵
ぐ ら

（赤れんが3号棟）
DB10型ディーゼル機関車・レール展示・当時の中
舞鶴を再現した鉄道模型などを展示しています。2階
では、舞鶴鎮守府開庁に伴う新しいまちづくりや旧
軍港四市に残る近代化遺産と日本遺産、旧海軍ゆか
りの人物などについて貴重な資料を展示しています。

3  〈自衛隊桟橋 〉
迫力満点の
護衛艦が停泊する
舞鶴の必見スポット
海上自衛隊護衛艦などが停泊
する自衛隊桟橋では、迫力あ
ふれる護衛艦を目の当たりに
することができます。
☎0773ｰ62ｰ2250（海上自衛隊舞
鶴地方総監部 広報係 ）

〈
海
軍
＆
引
揚
ゆ
か
り
の

  

港
め
ぐ
り
遊
覧
船
〉

海
か
ら
眺
め
る
絶
景

赤
れ
ん
が
博
物
館
海
側
の
北
吸
赤
れ

ん
が
桟
橋
か
ら
、
3
月
下
旬
～
11
月
末

ま
で
の
土
日
祝
日
の
み
一
日
4
便
の

遊
覧
船
が
出
航
し
ま
す
。
自
衛
隊
桟
橋

に
停
泊
す
る
護
衛
艦
を
間
近
に
見
る

人
気
の
コ
ー
ス
（
11
時
、
12
時
、
13
時

発
）と
、
復
元
さ
れ
た
引
揚
桟
橋
を
海

か
ら
臨
む
コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。（
14
時
発
）

☎
0
7
7
3ｰ

7
5ｰ

8
6
0
0（
ま
い
づ
る

観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

5  〈東
とう

郷
ごう

邸
てい

〉（日本遺産 ）
終戦時まで使用された歴代長官の官邸
舞鶴鎮守府初代司令長官であった東郷平八郎海軍
中将が、明治34年開庁以来2年間を過ごした官邸
です。木造平家建で一部洋館となっており、裏庭に
は、長官が「一心池」と命名した心の字の形をした
池があります。
㊡毎月第1日曜のみ見学可
☎0773ｰ62 2ー250（海上自衛隊舞鶴地方総監部 広報係）

4  〈海軍記念館 〉（日本遺産 ）
旧海軍の歴史を伝える館
明治34年東郷平八郎中将を初代司令長官と
して鎮守府が設置され、軍港の街として発展
してきた舞鶴。旧海軍機関学校大講堂の一
部を利用して設置された資料館で旧海軍に
関する資料が200点余り展示されています。
☎0773ｰ62ｰ2250（海上自衛隊舞鶴地方総監部 
広報係）

1 

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

徒
歩
3
分

徒
歩
20
分

徒
歩
10
分

徒
歩
10
分

2 

赤
れ
ん
が
博
物
館

3 

自
衛
隊
桟
橋

4 

海
軍
記
念
館

5 

東と
う
ご
う
て
い

郷
邸

モ
デ
ル
コ
ー
ス

五ご

老ろ
う

ヶが

岳た
け

公
園

舞
鶴
引
揚
記
念
館

田
辺
城
跡

㊡見学自由  ☎0773ｰ66ｰ2582

☎0773ｰ68ｰ0836　㊡毎月第3木曜日（8
月と祝日除く）、年末年始

㊡月曜（祝日の場合はその翌々日）、祝日
の翌日、年末年始  ☎0773ｰ76ｰ7211（田
辺城資料館）

グルメ

見学は
毎月第1日曜

 限定‼

見学は
土・日・祝
 限定‼

見学は
土・日・祝
 限定‼

乗船は
3月下旬〜11月の

土・日・祝
 限定‼

2015 ユネスコ世界記憶遺産に登録  

平
成
28
年
4
月
25
日
、
文
化

庁
の
日
本
遺
産
に
「
鎮
守
府

横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞

鶴
〜
日
本
近
代
化
の
躍
動
を

体
感
で
き
る
ま
ち
〜
」が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

静せ

い

な
る
海
が
紡つ

む

ぎ
出
す

時じ

空く

う

を
超
え
る
宝
箱

〜
あ
ふ
れ
だ
す
好
奇
心
〜

〈舞鶴市〉
舞鶴赤れんがパークエリア

舞
鶴
の
海
は
、
四
季
を
彩
る
山
々
に
抱

か
れ
て
、
波
静
か
で
母
な
る
優
し
さ
に

満
ち
て
い
ま
す
。静
な
る
海
を
舞
台
に
、

は
る
か
古
よ
り
先
人
た
ち
が
歩
ん
だ
道

程
は
、
縄
文
丸
木
舟
に
は
じ
ま
り
、
田

辺
城
、北
前
船
、軍
港
、戦
後
の
引
揚
港
、

海
上
自
衛
隊
基
地
な
ど
物
語
性
に
富
む

も
の
ば
か
り
。
明
治
・
大
正
期
の
熱
き

鼓
動
を
今
に
伝
え
て
こ
こ
に
し
か
な
い

タ
カ
ラ
モ
ノ
に
あ
ふ
れ
る
舞
鶴
は
、
ま

さ
に
歴
史
文
化
の
煌
め
く
宝
箱
の
よ
う

で
す
。
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9

福知山城1

足立音衛門
（旧松村家住宅）
3

福知山鉄道館
ポッポランド

4

治水記念館5

御霊神社6

JR・丹鉄福知山駅

由良川

至京都
ゆらのガーデン2

500m

▶
▶

観光案内所

ひとあし
のばして!

ま
ち
な
か
散
策

3  〈足
あ

立
だち

音
おと

衛
え

門
もん

〉（旧松村家住宅 ）

甘さ控えめの栗のテリーヌ
インターネットや百貨店でも人気のス
イーツ店の本店。大正元年に建てら
れた京都府指定文化財となっている
旧松村家住宅を店舗として活用して
います。
㊡元日  ☎0120ｰ535ｰ400

2  〈ゆらのガーデン〉
ゆったりと心豊かな時間を過ごす
季節の移ろいを感じられる芝生広場。自然とふれあうことで心が癒され
ます。ひと休みにお茶・スイーツ、ランチ、ディナータイムが楽しめます。
㊡店舗により異なる  ☎0773ｰ23ｰ0266（福知山まちづくり株式会社）

4  〈福知山鉄道館ポッポランド〉
鉄道のまち福知山の歴史を学ぶ
古くから交通の要衝であり、「鉄道のま
ち」として栄えた福知山の歴史を伝える
施設です。1923年から約50年間、福
知山〜大江間を運行していた北丹鉄道
に関する貴重な資料や、旧福知山駅舎
を模したＮゲージ模型、実物の蒸気機
関車などを展示しています。鉄道ファン
は必見！ ㊡木曜  ☎0773ｰ23ｰ5430

6  〈御
ご

霊
りょう

神社 〉
善政を敷いた良君・明智光秀公を祀る神社
明智光秀公の霊を祀った神社です。書状や家中軍
法など光秀公に関わる資料が伝えられています。境
内には、全国でも珍しい堤防を御神体とする堤防
神社や、祈れば願いが叶うといわれる「叶石」があ
ります。㊡境内自由   ☎0773ｰ22ｰ2255

5  〈治水記念館 〉
城下町に伝わる治水の智慧
そばを流れる暴れ川・由良川の水害に福知
山の城下町はたびたび苦しめられました。治
水記念館では福知山市の洪水の歴史や治水
の歩み、洪水に備えた先人たちの知恵を紹
介しています。建物は明治13年築の町家を
改修したもので、洪水の際、家族が避難で
きる屋根裏や生活用品を水害から守るため
の荷揚げ用滑車など水害に対する工夫が見
られます。 ㊡火曜（祝日の場合は翌日の平日）
☎0773ｰ22ｰ4200

1 〈
福
知
山
城
（
郷
土
資
料
館
）〉

明
智
光
秀
公
が
築
い
た
丹
波
の
拠
点

福
知
山
城
は
、
1
5
7
9
年
ご
ろ
、
明
智
光
秀
が
織
田
信
長
の
命
に
よ
り

丹
波
を
平
定
し
た
際
、
西
国
へ
の
拠
点
と
し
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
3
層

4
階
建
て
の
天
守
閣
は
初
期
望
楼
型
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
古
い
形
式
で
、

小
振
り
な
が
ら
も
実
用
的
で
美
し
く
、
風
格
の
あ
る
佇
ま
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
の
は
じ
め
に
、
廃
城
令
に
よ
り
石
垣
と
一
部
の
遺
構
を

除
い
た
大
部
分
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
民
の
「
瓦
一
枚
運
動
」な

ど
の
熱
意
に
よ
り
、
昭
和
61
年
（
1
9
8
6
）、
往
年
の
絵
図
を
元
に
天

守
閣
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ま
ち
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。
内
部
は
郷
土
資
料
館
と
な
っ
て
お
り
、
福
知
山
の
歴
史

や
明
智
光
秀
公
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

㊡
火
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
の
平
日
）  

☎
0
7
7
3ｰ

2
3ｰ

9
5
6
4

1 

福
知
山
城

徒
歩
2
分

徒
歩
3
分

徒
歩
5
分

徒
歩
3
分

徒
歩
5
分

2 

ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン

3 

足あ

立だ
ち

音お
と

衛え

門も
ん（
旧
松
村
家
住
宅
）

4 

福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド

5 

治
水
記
念
館

6 

御ご

霊り
ょ
う

神
社

グルメ

モ
デ
ル
コ
ー
ス

元伊勢の伝承を残す古の聖地
元伊勢内宮皇大神社は、天照皇大神が現
在の伊勢神宮（三重県）に鎮座される54
年前に祀られていた場所と伝わっています。
元伊勢外宮豊受大神社は、丹後地方へ天
下った農業の神「豊受大神」を祀ったもの
で、伊勢神宮外宮の元宮と言われています。
内宮・外宮とも、樹皮のついたままの原初
的な鳥居を持っています。
㊡境内自由   ☎0773ｰ56 1ー011（内宮）／ ☎0773ｰ56 1ー560（外宮）

元も
と

伊い

せ勢
神
社

〈福知山音頭と踊り〉

自然石を積み上
げた荒々しい石垣
の中にハート型の
石が？！

「
ド
ッ
コ
イ
セ
」が

智ち

慧え

を
う
み
だ
す

福
の
ま
ち

〜
福
を
感
じ
る
〜

「
ド
ッ
コ
イ
セ
」
と
は
、
福
知
山
の
無

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
郷
土
芸
能
「
福

知
山
音
頭
と
踊
り
」の
囃
子
の
一
節
で

す
。
1
5
7
9
年
ご
ろ
、
明
智
光
秀
公

が
福
知
山
城
を
築
く
際
に
、
領
民
が
石

材
や
木
材
を
運
ぶ
と
き
の
「
ド
ッ
コ
イ

セ
」と
い
う
か
け
声
に
あ
わ
せ
、
身
振

り
足
振
り
面
白
く
唄
い
、
踊
り
だ
し
た

の
が
「
福
知
山
音
頭
と
踊
り
」の
は
じ

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
こ
の

ま
ち
を
築
い
た
明
智
光
秀
公
を
偲
び
、

時
に
水
害
や
大
火
な
ど
の
災
害
が
多

か
っ
た
こ
の
ま
ち
を
励
ま
し
な
が
ら
、

4
0
0
年
以
上
も
守
り
親
し
ま
れ
て
き

た
「
ド
ッ
コ
イ
セ
」。
ど
こ
か
懐
か
し

い
音
色
が
、
今
も
福
知
山
に
響
い
て
い

ま
す
。

〈福知山市〉
福知山城エリア
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ま
ち
な
か
散
策

大本の神苑2

いっぷく半月庵
京都丹の国店

5

薬膳喫茶  悠々6

佐々木酒店4

綾茶 café3
あやべグンゼスクエア1

500m

JR綾部駅

観光案内所

琴
引
浜

2  〈大
おお

本
もと

の神苑 〉
国の登録有形文化財指定、国の重要文化財指定など
貴重な建築物が立ち並ぶパワースポット
大本は、綾部を聖地発祥の地として生まれ、「人類愛善」「万
教同根 」の教えのもと、人々の生きる喜びと地上に対立のない
平和な世界の実現を目指した民衆宗教として、地元では「大本
さん」として慕われてきました。広大な神苑内に入ると、みろく
殿など貴重な建築物が立ち並び、まさにパワースポット。開教
100周年を記念して平成４年に建設された長生殿は、20世紀
最大級の木造建築物と称賛されています。
㊡苑内自由  ☎0773ｰ42ｰ0187

黒
谷
和
紙
会
館

8
0
0
年
の
伝
統
を
守
り
続
け
る
黒
谷
和
紙

昔
、
戦
に
敗
れ
た
平
家
の
一
団
が
人
家
の
少
な
い
山
間
に
身

を
隠
し
、紙
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、こ
の
地
は
「
黒

谷
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
、
こ
の
地
を
治

め
た
山
家
藩
の
藩
主
が
京
の
都
の

呉
服
屋
に
黒
谷
の
紙
を
売
り
込
ん

だ
こ
と
か
ら
、
都
で
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
黒
谷
の
地
は
和
紙

産
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
黒

谷
和
紙
会
館
で
は
、
資
料
展
示
や

和
紙
工
芸
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が

あ
る
ほ
か
、
予
約
制
で
和
紙
漉
き

体
験
も
で
き
ま
す
。

㊡
土
日
祝
、盆
、年
末
年
始

☎
0
7
7
3ｰ

4
4ｰ

0
2
1
3

ひとあし
のばして!

6  〈薬膳喫茶  悠々〉
築約140年の町屋を改装した漢方薬局（明
治42年創業）に併設する薬膳喫茶。落ち着
いた店内で、医食同源をコンセプトにした薬
膳料理や薬膳茶が楽しめます。
㊡木曜、祝、盆、年末年始  ☎0773ｰ42ｰ0425

3  〈綾茶 café〉
綾部市はお茶の栽培に適した気
候風土で、古くからお茶の栽培が盛ん。特に由良
川流域で栽培されるお茶はその品質が高く評価さ
れています。綾部特産のお茶に徹底的にこだわっ
た「綾茶 café」の味と香りをご堪能ください。
㊡火曜（祝日の場合は翌日）  ☎0773ｰ43ｰ0835

5  〈いっぷく半月庵  京都丹の国店 〉
米粉どら焼き、米せんべいなど、素材にこだわっ
た米菓専門店。店内には、商品コーナーや、お
菓子とお茶をゆっくりいただく喫茶スペースがある
ほか、予約制でせんべいの手焼き体験もできます。
㊡木曜、年末年始  ☎0773ｰ43ｰ3323

4  〈佐々木酒店 〉
大正11年創業の老舗の酒屋さんで、マキコレ
ワイン特約店。店内に入ると、世界のビール
コーナーやワインコーナー、地酒コーナーな
どこだわりの品揃えが目を引きます。じっく
りとお好みのお酒をお探しください。
㊡木曜  ☎0773ｰ42ｰ0213

養
蚕
･
製
糸
の
町
か
ら
生
ま
れ

た
グ
ン
ゼ
は
、
創
業
者
で
あ
る
波

多
野
鶴
吉
が
「
善
い
人
が
良
い
糸

を
作
り
、
信
用
さ
れ
る
人
が
信
用

さ
れ
る
糸
を
作
る
」と
考
え
、
人

間
尊
重
に
立
っ
た
教
育
と
優
良

品
の
生
産
を
基
礎
と
し
て
、
地
域

や
会
社
を
め
ぐ
る
す
べ
て
の
関

係
者
と
共
存
共
栄
を
図
る
こ
と

を
創
業
の
精
神
と
し
ま
し
た
。
ま

ち
な
か
の
商
店
街
は
、
こ
う
し
た

グ
ン
ゼ
の
発
展
成
長
と
と
も
に
、

工
女
さ
ん
達
と
心
を
つ
な
ぐ
商

店
街
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

1 〈
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
周
辺
〉

近
代
化
産
業
遺
産
や
京
都
府
景
観
資
産
に
認
定
さ
れ
た

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
刻
む
文
化
的
景
観

グルメ

徒
歩
10
分

徒
歩
5
分

徒
歩
1
分

徒
歩
10
分

2 

大お
お

本も
と

の
神
苑

6 

薬
膳
喫
茶  

悠
々

5 

い
っ
ぷ
く
半
月
庵  

京
都
丹
の
国
店

4 

佐
々
木
酒
店

モ
デ
ル
コ
ー
ス

●グンゼ記念館

●みろく殿

●長生殿

1
3 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
周
辺

綾
部
駅
前
の
あ
や
べ
観
光
案
内
所
、
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス

ク
エ
ア
に
て
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

あ
や
べ
観
光
案
内
所  

☎
0
7
7
3ｰ

4
2ｰ

9
5
5
0

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア「
あ
や
べ
特
産
館
」  

☎
0
7
7
3ｰ

4
3ｰ

0
8
1
1

入館は
 金曜限定‼

開館は
 平日限定‼

和
で
つ
む
ぐ

綾
の
ま
ち

〜
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
癒
し
の
と
き
〜

綾
部
の
ま
ち
な
か
は
、
由
良
川
河
畔
に

広
が
る
山
紫
水
明
の
盆
地
に
あ
り
、
江

戸
時
代
に
は
鳥
羽
か
ら
移
封
さ
れ
た
九

鬼
藩
の
小
さ
な
城
下
町
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。
明
治
20
年
代
に
は
、
こ
の

地
で
グ
ン
ゼ
と
大
本
が
相
次
い
で
誕

生
。
ま
ち
な
か
に
活
況
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
グ
ン
ゼ
は
「
人
と
産
業
」に

よ
っ
て
、
大
本
は
「
人
と
神
」に
よ
っ

て
、
人
間
的
成
長
と
慈
愛
の
精
神
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。
グ
ン
ゼ
を
緯よ

こ
い
と糸
、
大

本
を
経た

て
い
と糸
に
し
て
交
差
す
る
綾あ
や
お
り織
の
よ

う
に
、
グ
ン
ゼ
と
大
本
を
つ
な
ぐ
商
店

街
で
は
、
崇
高
な
精
神
風
土
の
も
と
、

長
い
年
月
の
間
に
培
わ
れ
た
特
徴
的
で

工
夫
さ
れ
た
商
品
、
専
門
的
な
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
和
の
風
情
が
多
く
残
る
料

理
旅
館
な
ど
、
店
主
と
の
ふ
れ
あ
い
が

訪
れ
る
人
の
心
を
つ
か
み
癒
し
て
く
れ

ま
す
。

 〈あやべグンゼスクエア〉
「グンゼ博物苑」「綾部バラ園」「あやべ特産館」の３施設からなる
綾部の新しい観光拠点エリア
この地で創業したグンゼの歴史や企業文化を学べるほか、美しいバラの観賞や地元の
特産品が購入できます。舞鶴若狭自動車道「綾部IC」から約5分、京都縦貫自動車道「綾
部安国寺IC」から約10分または「京丹波わちIC」から約20分の好アクセスで、大型バ
ス2台、普通自動車53台分の駐車スペースがあり、休憩スポットとしても最適です。
㊡火曜（祝日の場合は翌日）   ☎0773ｰ43ｰ0811（あやべ特産館）

〈綾部市〉
綾部まちなかエリア
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手織り体験（コースター作り）
手触り・肌触りのよい絹糸を
使用し、ひと織りひと織り丁
寧に織り上げていきます。で
きたコースターはお土産や記
念にどうぞ。
▪予約：当日受付可能　
　※８名以上は要予約
▪作業時間：約30分
▪体験時間帯：10時～16時
▪料金：9００円／人

機神様について
この地域では、雷様と機の神様をひっかけ
て「機神様」と呼びました。雨の時の湿気
は絹糸に良いが雷で停電して機が止まると
織り段という横方向に縞状の段ができてし
まうことがあります。そうなると、反物が売
り物にならなくなってしまうので、雷が鳴っ
ている時には「機神様が泣いている」といっ
て手を合わせていました。

ちりめん街道

100m

悉皆屋10
天満神社9

旧尾藤家住宅1

料理旅館  井筒屋3

旧加悦町役場庁舎2

伊達家住宅5

下村家住宅（旧郵便局）4

旧加悦鉄道加悦駅舎8

旧伊藤医院診療所7

丹波屋6

観光案内所

2  〈旧加
か や

悦町役場庁舎〉 ※観光案内所
昭和初期当時の繁栄ぶりを今に伝える建造物
設計は、阪神甲子園球場や大阪歌舞伎座などを手がけた大林
組の今林彦太郎。洋風意匠と最新建築技術と工法を用いた耐
震的な建物として近代建築史上、貴重な遺構となっています。
京都府指定有形文化財。
㊡年末年始  ☎0772ｰ43ｰ0155

7  〈旧伊藤医院診療所 〉
洋風建築なのは、従来の東洋医学に
対してここが西洋医学の医院であるこ
とを建物の外観で示していました。
㊡外観自由

4  〈下村家住宅（旧郵便局）〉
明治時代に使われていた郵便局です。
価格の動きが激しい生糸相場の情報
をいち早く知るために、この郵便局
の電信が利用されていました。
㊡外観自由

3  〈料理旅館  井筒屋 〉
明治時代から続く、ちりめ
ん街道内に現存する唯一の
旅館です。
㊡元日  ☎0772ｰ42ｰ2012

6 〈
丹
波
屋
〉

丹
波
屋
は
昔
旅
館
で
し
た
。
現
在
は

力
強
く
動
く
「
力
織
機
」を
実
際
に

見
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

㊡
要
予
約

5 〈
伊
達
家
住
宅
〉

珍
し
い
桃
の
瓦

桃
に
は
古
来
よ
り
厄
除
け
の
意
味

が
あ
り
、
置
か
れ
て
い
る
位
置
は

家
の
鬼
門
の
方
角
に
あ
た
り
ま
す
。

㊡
外
観
自
由

ま
ち
な
か
散
策

織
物
の
町
な
ら
で
は
の
体
験

機
音
響
く
「
ち
り
め
ん
街
道
」で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作
り
体
験
が
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
！

組み紐体験（ミサンガ作り）
初めてでも簡単に楽しくミサン
ガが作れます。絹糸を使用する
ので肌触りもよく、できたミサ
ンガはお土産や記念にどうぞ。
▪予約：当日受付可能　
　※8名以上は要予約
▪作業時間：約20分
▪体験時間帯：10時～16時
▪料金：6００円／人 

8 〈
旧
加か

や悦
鉄
道
加か

や悦
駅
舎
〉

ち
り
め
ん
産
業
を
通
じ
て
都
市
部

と
の
交
流
と
、
地
域
住
民
の
交
通

の
便
を
図
る
た
め
に
、
村
民
有
志

が
出
資
し
て
鉄
道
会
社
を
設
立
し
、

5
・
7
㎞
に
も
お
よ
ぶ
鉄
道
を
敷

設
し
ま
し
た
。

㊡
平
日

☎
0
7
7
2ｰ

4
3ｰ

0
2
3
2

〈織物工場〉
ちりめん街道を歩いてい
ると、どこからともなく

「ガチャンガチャン」と機
音が聞こえます。当時
の子どもは、機織をす
る母親に背負われ、機
音を子守唄にして大きく
育ったという。今でも昔
と変わらない機音に包ま
れる生活が息づい
ています。

9  〈天満神社 〉
本殿へは100段以上の急な石段が
続きます。見下ろすと大江山連峰
と加悦谷平野の眺望は絶景です。
㊡境内自由

〈喫茶「花
はなかいどう

皆憧 」〉
旧加悦町役場庁舎内にある喫茶
店です。水にこだわったコーヒー
の味をお楽しみください。

壁
面
の
要
所
を
飾
る

レ
リ
ー
フ

体験
プログラム

10  〈悉
しっ

皆
かい

屋
や

〉
地域に今もなお着物をきる習慣
が根付いており、着物にまつわる
お話が聞けることに加え、着物
の仕立て直しや小物との組み合
わせなど、色々な相談ができます。
㊡不定休

グルメ

●ちりめん街道

入館は
土・日・祝
 限定‼

営業は
土・日・祝
 限定‼

2 

旧
加か

や悦
町
役
場
庁
舎

徒
歩
5
分

徒
歩
2
分

徒
歩
10
分

徒
歩
10
分

6 

丹
波
屋

1 

旧
尾び

藤と
う

家け

住
宅

9 

天
満
神
社

織
物
工
場

徒
歩
5
分

10 

悉し
っ

皆か
い

屋や

2 

旧
加か

や悦
町
役
場
庁
舎

徒
歩
7
分

モ
デ
ル
コ
ー
ス

（
手
機
体
験
）

こ
の
あ
た
り
を
歩
く
と
機
音
が
聞
こ
え
る
か
も
！！

う
ら
に
し
と
機は

た

神が

み

様
に

育
ま
れ
る
縮ち

り

緬め

ん

の
郷

〜
心
と
体
の
美
し
い
旋せ

ん

律り
つ（
美

う
つ
く
し
ご
こ
ろ
心
）
〜

ち
り
め
ん
街
道
は
城
下
町
と
し
て
造
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
の
政
治
情
勢

か
ら
機
能
し
た
の
は
わ
ず
か
3
年
。
そ

れ
以
降
は
市
場
と
し
て
機
能
し
ま
し

た
。
18
世
紀
に
は
織
物
業
を
発
展
さ
せ

る
た
め
、
丹
後
と
京
都
を
つ
な
ぐ
中
間

問
屋
だ
っ
た
手て

米ご
め

屋や

小こ

え

も

ん

右
衛
門
ら
を
西

陣
に
使
わ
せ
て
技
法
を
習
わ
せ
加
悦
谷

に
ち
り
め
ん
を
広
め
さ
せ
ま
し
た
。

1  旧尾
び

藤
とう

家
け

住宅
江戸時代の生糸ちりめん商家
旧尾藤家住宅は、江戸時代末期の文久3年（1863年）
に建築され、その後明治大正期には、蔵や座敷など
の増改築が行われ、昭和3年には11代尾藤庄蔵が念
願の洋館を建築しました。京都府指定有形文化財。
㊡月曜（祝日の場合は翌日）、年末年始  ☎0772ｰ43 1ー166

〈与謝野町〉
ちりめん街道エリア
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1㎞

舟屋群

伊根浦公園1

江戸時代の舟屋3

向井酒造2

伊根工房

青島

観光案内所

ま
ち
な
か
散
策

ひとあし
のばして!

〈伊根浦散策 〉
「伊根浦散策案内人」がおすすめ
「伊根浦散策案内人」に依頼すると、地元のガイドにより舟屋の歴史や伊根の人々の暮
らしなどを、細部にわたって知ることができます。通常の散策では見ることができない
舟屋の内部や舟屋がよく見える個人敷地にも入ることができます。

1  〈伊根浦公園 〉
旧役場跡で、舟屋を
海側から間近に見るこ
とができます。

〈釣り体験 〉
竿はレンタル
手ぶらで釣り体験
伊根町では、季節を問わずいろ
いろな魚を釣る事ができます。釣
りガイドさん付きで、釣り竿やエ
サまで用意してもらえます。
☎0772ｰ32ｰ0277（伊根町観光協会）

〈海上タクシー〉
漁船を利用した遊覧船
舟屋の歴史や景観の説明をしながら、伊根湾を周遊します。
成洋丸  ☎0772ｰ32ｰ0230　  亀島丸  ☎0772ｰ32ｰ0585
碧海丸  ☎0772ｰ32ｰ0111　ハービー  ☎0772ｰ32ｰ0356
まるいち丸  ☎0772ｰ32ｰ0608

浦
嶋
神
社

日
本
最
古
の
浦
嶋
伝
説
が
伝
わ
る
神
社

浦
嶋
神
社
に
伝
わ
る
浦
嶋
太
郎
伝
説
は
「
日
本
書

紀
」、「
万
葉
集
」、「
丹
後
風
土
記
」に
も
記
述
が

見
ら
れ
最
も
起
源
が
古
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
神
社
は
、
丹
後
の
名
族
で
あ
っ
た
浦
嶋
一
族
の

業
績
を
た
た
え
て
創
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
玉
手
箱

や
浦
嶋
縁
起
絵
巻
な
ど
の
宝
物
が
た
く
さ
ん
納
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

〈お造り（ヤガラ、アジ、平鯛など）〉

〈伊根ぶり〉
日本三大ぶり漁場で
ある伊根町の冬の
味覚の代名詞です。

〈鯖のへしこ〉
新鮮なさばをぬか
漬けしたものです。

3  〈江戸時代の舟屋 〉

〈筒川そば 〉
地元筒川地区で収穫され
たそば粉のみを使用した
そば。お土産に乾麺も人
気です。

〈伊根工房〉
オーナーの自宅

（舟屋 ）を開放した
ギャラリー＆喫茶。散策途中でコー
ヒーを飲みながらくつろぐことがで
きます。またギャラリーには伊根
焼きのお皿や置物が展示されてい
ます。
㊡火曜  ☎0772ｰ32ｰ0071

㊡境内自由  ☎0772ｰ33ｰ0721

グルメ
2  〈向井酒造 〉
日本で一番海に近い酒蔵
宝暦4年（1754年）創業の260年続く造り
酒屋。若女将が杜氏をされています。代表銘
柄は「京の春」、その他女性に人気の「伊根
満開」は、古代米を使用した赤い日本酒で、
飲みやすさとフルーティな味が特長です。
㊡無休  ☎0772ｰ32ｰ0003

〈レンタサイクル〉
舟屋の町並みは車で通り過ぎる
より、自転車でゆっくり回るのが
ベスト！サイクルステーションで
乗り捨てもできます。　
☎0772ｰ32ｰ0277（伊根町観光協会）

モ
デ
ル
コ
ー
ス

家
か
、
漁ぎ

ょ

場ば

か
、

窓
の
下
に
は
旬
の
魚
た
ち

〜
海
に
浮
か
ぶ
舟
屋
の
心
地
よ
さ
〜

1
階
が
船
の
ガ
レ
ー
ジ
で
2
階
が
居
室

に
な
っ
て
い
る
「
伊
根
の
舟
屋
」
は
、

伊
根
湾
沿
い
の
水
際
ぎ
り
ぎ
り
に
約

2
3
0
軒
が
群
と
し
て
建
ち
並
ん
で
い

ま
す
。
伊
根
湾
沿
い
の
集
落
で
は
、
い

つ
も
手
が
届
く
と
こ
ろ
に
海
が
あ
り
、

さ
ば
い
た
魚
の
ア
ラ
を
も
ん
ど
り
に
入

れ
て
お
く
と
、
ま
た
魚
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
時
に
は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
が
舟

屋
に
這
い
上
が
り
、
夕
暮
れ
の
食
卓
に

あ
が
り
ま
す
。
目
の
前
の
豊
か
な
海
と

暮
ら
す
漁
業
中
心
の
営
み
が
現
在
も
息

づ
い
て
い
ま
す
。

〈伊根町〉
伊根浦舟屋群エリア

海
上
タ
ク
シ
ー

で
遊
覧
30
分

1 

伊
根
浦
公
園

2 

向
井
酒
造（
地
酒
試
飲
）

3 

江
戸
時
代
の
舟
屋（
舟
屋
内
部
見
学
）

1 

伊
根
浦
公
園

徒
歩
5
分

徒
歩
10
分



3月末～
11月末

お問い合わせ TEL.0773-75-5000
http://www.kyotokotsu.jp/

80
お問い合わせ TEL.0773-76-8800  http://www.kyotokotsu.jp/

東京・京阪神～福知山・舞鶴等

車内は木を多用した落ち
着いた空間。絶景を楽し
む列車の旅を心地よく味
わっていただけるよう、随
所に工夫を施してありま
す。車窓からは美しい海、
穏やかな山並み、のどかな
田園風景など様々な風景
を楽しめます。

■�くろまつ・あかまつに
　関するお問い合わせ
　（平日9：00 〜18：00）
京都丹後鉄道
TEL. 0772-25-2323

発売・ご予約
●�丹鉄指定駅（福知山・大江・西舞
鶴・宮津・天橋立・与謝野・京丹
後大宮・峰山・網野・夕日ヶ浦木
津温泉・小天橋・久美浜・豊岡の
各駅）

●�JTB、日本旅行、近畿日本ツーリ
ストの各店舗

●�WEB発売�
http://trains.willer.co.jp/matsu/

気軽に乗れる観光列車で沿線の風景をお楽しみください。鉄道で

海の京都観光圏 を巡る旅

伊根湾めぐり遊覧船

快速モーターボート

「日本でもっとも美しい村」の一つ「伊根」。
美しい海と豊かな自然、そこで暮らす人々の生活の知恵に
よって生まれた風景美。
陸地からは味わえない舟屋の風景と趣を、船上から満喫し
て頂けます。
【運航時刻】 午前9時〜午後4時 （毎00分発、30分発）
【運  　 賃】 大人 680円　小児 340円 快速モーターボートで、天橋立から伊根まで

爽快な海上クルーズを楽しんで頂けます。

船で

■�お問い合わせ　丹後海陸交通株式会社　TEL 0120-15-8814　http://www.tankai.jp/

※天橋立以外の所要時間、運賃は
　下記へお問い合わせください。

京都から天橋立まで 約135分
2,800円

大阪から天橋立まで 約160分
2,650円

■�お問い合わせ　
丹後海陸交通株式会社　TEL 0772-42-0323
当日のお問合せ　　　 　TEL 0772-32-0009

■�お問い合わせ　
丹後海陸交通株式会社　TEL 0772-22-2164

高速バス
京都、大阪から温泉とグルメの
日本三景天橋立へは、
お得で快適な高速バスで!

 

バスで

検��索丹海

イベントインフォメーション

4 月

【舞鶴市】
◎吉田のしだれ桜
［所］瑠璃寺
［問］まいづる観光ステー　　　
　　ション
　　☎ 0773-75-8600
──────────

【福知山市】
◎福知山お城まつり
［所］御霊公園・広小路
　　通りほか
［問］福知山商工会議所
　　☎ 0773-22-2108
──────────

【与謝野町】
◎雲岩公園つつじ祭
［所］与謝野町岩屋　
［問］与謝野町観光協会
　　☎ 0772-43-0155

◎滝の千年ツバキまつり
［所］与謝野町滝　
［問］与謝野町観光協会
　　☎ 0772-43-0155
──────────

【宮津市】
◎元伊勢籠神社葵祭
［所］元伊勢籠神社　
［問］元伊勢籠神社
　　☎ 0772-27-0006
──────────

【伊根町】
◎筒川祭
［所］上山神社
［問］伊根町観光協会
　　☎ 0772-32-0277
──────────

5 月

【与謝野町】
◎三河内曳山祭
［所］与謝郡与謝野町
　　三河内地区
［問］与謝野町観光協会
　　☎ 0772-43-0155
──────────

【宮津市】
◎宮津祭
［所］宮津市街地
［問］天橋立駅観光案内所
　　☎ 0772-22-8030
──────────

【舞鶴市】
◎まいづる細川幽斎
田辺城まつり
［所］舞鶴公園
［問］同実行委員会　
　　☎ 0773-75-0933
──────────

【綾部市】
◎春のバラまつり
［所］綾部バラ園（あやべ
　　グンゼスクエア内）
［問］あやべ特産館
　　☎ 0773-43-0811
──────────

【福知山市】
◎大江山一斉登山

〔福知山市・宮津市・与謝野町〕
［所］大江山
［問］福知山市観光振興課
　　☎ 0773-24-7076
──────────

6 月

【全域】
◎ TANTANロングライド
［所］宮津市営天橋立駐車場
［問］京都府観光振興課
　　☎ 075-414-4854
──────────

【舞鶴市】
◎舞鶴自然文化園
アジサイまつり
［問］舞鶴市花と緑の公社
　　☎ 0773-68-1187
──────────

7 月

【宮津市】
◎文殊堂出船祭
［所］天橋立廻旋橋付近
［問］天橋立駅観光案内所
　　☎ 0772-22-8030
──────────

【綾部市】
◎あやべ水無月まつり
［所］綾部市川糸町由良川
　　周辺
［問］同実行委員会
　　☎ 0773-42-0701
──────────

【伊根町】
◎伊根祭
［所］八坂神社他、伊根湾
　　周辺
［問］伊根町観光協会　
　　☎ 0772-32-0277
──────────

【京丹後市】
◎浅茂川水無月祭
［所］網野町浅茂川
［問］水無月祭典委員会
 　　☎ 0772-72-0009
──────────

【舞鶴市】
◎みなと舞鶴
ちゃったまつり
［所］西地区 ･ 東地区
［問］同実行委員会事務局
　　☎ 0773-62-4600
──────────

8 月

【与謝野町】
◎与謝野町ひまわり
フェスティバル
［問］与謝野町観光協会
　　☎ 0772-43-0155
──────────

【伊根町】
◎本庄祭
［所］浦嶋神社
［問］伊根町観光協会
　　☎ 0772-32-0277
──────────

【京丹後市】
◎小天橋夏祭り すいすい
ビーチナイトカーニバル
［所］小天橋・葛野浜海水
　　浴場
［問］小天橋観光協会 
　　☎ 0772-83-0149

◎京丹後市ドラゴンカヌー
選手権大会
［所］久美浜湾カヌー
　　競技場
［問］同実行委員会事務局
　　☎ 0772-69-0470

◎千日会観光祭
［所］久美浜町一区
　　久美浜公園
［問］久美浜町観光総合案

内所
　　☎ 0772-82-1781
──────────

【福知山市】
◎福知山ドッコイセまつり
［所］広小路通りほか
［問］同実行委員会
　　☎ 0773-22-2108
──────────

【京丹後市】
◎夕日ヶ浦納涼花火大会
［所］夕日ヶ浦 
［問］夕日ヶ浦観光協会
　　☎ 0772-74-9350
──────────

【宮津市】
◎宮津燈籠流し花火大会
［所］宮津湾・島崎公園
［問］同実行委員会事務局
　　☎ 0772-22-5131
──────────

【伊根町】
◎伊根花火
［所］伊根湾
［問］同実行委員会
　　☎ 0772-32-0277
──────────

9 月

【福知山市】
◎元伊勢八朔祭り
［所］元伊勢内宮皇大神社・　　
　　元伊勢外宮豊受大神社
［問］福知山観光協会大江
　　支部
　　☎ 0773-56-1102
──────────

【京丹後市】
◎歴史街道丹後 100km
ウルトラマラソン
［所］京丹後市内
［問］同実行委員会事務局　
　　☎ 0772-69-0470  
──────────

【与謝野町】
◎よさの大江山登山
マラソン
［問］同実行委員会
　　☎ 0772-43-9026
──────────

【舞鶴市】
◎まいづる魚まつり
［所］舞鶴水産流通協同
　　組合
［問］舞鶴水産流通協同
　　組合
　　 ☎ 0773-75-3275
──────────

10 月

【福知山市】
◎額田のダシまつり
［所］福知山市夜久野町額　
　　田地区
［問］福知山観光協会夜久
　　野支部
　　☎ 0773-37-1103
──────────

【宮津市】
◎城下町宮津七万石和火
［所］宮津市街地
［問］同実行委員会事務局
　　☎ 0772-45-1625
──────────

【舞鶴市】
◎舞鶴赤れんが
ハーフマラソン  ※要申込
［所］舞鶴赤れんがパーク
［問］同実行委員会事務局
　　☎ 0773-66-1058
──────────

【舞鶴市】
◎赤れんがフェスタin 舞鶴
［所］舞鶴赤れんがパーク
［問］同実行委員会
　　☎ 0773-66-1024
──────────

【宮津市】
◎天橋立ふゆ花火
［所］天橋立阿蘇海
　  （府中側）
［問］天橋立駅観光案内所　
　　☎ 0772-22-8030
──────────

【与謝野町】
◎きものでぶらり♪
ちりめん街道
［所］ちりめん街道
［問］与謝野町観光協会
　　☎ 0772-43-0155
──────────

【伊根町】
◎伊根のうみゃーもん祭
［所］伊根町役場正面広場
［問］伊根町地域整備課
　　☎ 0772-32-0505
──────────

【福知山市】
◎大江山酒呑童子まつり
［所］丹鉄大江駅周辺
［問］同実行委員会
　　☎ 0773-56-1102
──────────

11 月

【福知山市】
◎福知山マラソン  ※要申込
［所］三段池公園
［問］同事務局
　　☎ 0773-24-3031
──────────

【綾部市】
◎綾部もみじまつり
［所］大本神苑
［問］同実行委員会
　　☎ 0773-42-0701
──────────

【舞鶴市】
◎まいづる赤れんが
地場産市場
［所］舞鶴赤れんがパーク
［問］舞鶴赤れんがパーク
　　☎ 0773-66-1096
──────────

12 月

【京丹後市】
◎久美浜カキ・魚まつり
［所］マリンプラザ前
［問］同実行委員会
　　☎ 0772-83-0006
──────────

１月

【宮津市】
◎文殊堂十日ゑびす
［所］智恩寺文殊堂
［問］天橋立駅観光案内所
　　☎ 0772-22-8030
──────────

2 月

【福知山市】
◎元伊勢節分祭
［所］元伊勢内宮皇大神社
［問］元伊勢内宮皇大神社
　　☎ 0773-56-1011
──────────

【綾部市】
◎大本節分大祭
［所］長生殿
［問］綾部市観光協会
　　☎ 0773-42-9550
──────────

3 月

【伊根町】
◎延年祭
［所］浦嶋神社　　　
［問］浦嶋神社
　　☎ 0772-33-0721
──────────

【舞鶴市】
◎舞鶴自然文化園
ツバキまつり
［問］舞鶴市花と緑の公社
　　☎ 0773-68-1187
──────────

『城崎スイーツ』特製、冬にぴっ
たりなスイーツをご提供。寒い冬
に列車の中でアツアツとろとろな
本格チョコフォンデュをお楽しみ
ください。

天橋立ワイナリー直営のレストラ
ンがくろまつ号の為だけに特別
コースをご用意。地元丹後産の
食材をふんだんに使った限定メ
ニューです。

丹後の地酒をとにかく堪能した
い方のためのコースです。「佳松
苑グループが提供するカニ料理」
との組み合わせで丹後の地酒の
奥深さを体験してください。

京 都 丹 後 鉄 道 のレストラン列 車
“丹 後くろまつ 号 ”

秋の丹後の「美味」に出会い、地域の「魅力」を尋ねる旅へ。

豊　岡
T o y o o k a Amanohashidate

天橋立

金曜・土曜・日曜・祝日運行

2017 年  1月  ～  3月

スイーツコース

sweets course

お一人様 5,000円

10 : 08発 11 : 55着

BETSUBARA

豊　岡 - 天橋立

ランチコース

lunch course

お一人様 9,200円

12 : 24発 14 : 56着

MANPUKU

天橋立 - 豊　岡

地酒コース

sake of local brew course

お一人様 7,000円

17 : 15発 18 : 21着

TASHINAMI

豊　岡 - 天橋立

あおまつ
10：58着
12：55発
15：58着

10：52発

10：07発
15：00発

9：36着
14：02着

13：11発 8：52発 8：10発
15：52発

あおまつ1号

あおまつ1号
あおまつ3号

あおまつ2号
あおまつ4号

あおまつ4号
あおまつ3号

あおまつ2号天
橋
立

宮　津

福知山

西
舞
鶴

豊

　岡

天
橋
立

駅構内
イベント
久美浜

駅構内
イベント
与謝野

10：08発 11：47発

14：56着 14：42発 14：10着 12：24発

11：55着

18：21着

11：09着

17：15発

くろまつ
※2017年くろまつ号1月分
　からのコースです。

BETSUBARA

MANPUKU

TASHINAMI

上段より、

あかまつ
11：05着
11：29発

※あかまつ号2016年12月1日
　からの時刻です。

14：53着
15：22発

10：50着
11：38発
14：46着
15：28発

10：59発
11：35着
14：47発
15：27着

10：09発
12：22着
14：06発
16：13着

あかまつ1号

あかまつ2号

あかまつ3号

あかまつ4号

天
橋
立

宮

　津

西
舞
鶴

上段より、

2021



天橋立エリア
P06- 07

舞鶴赤れんが
パークエリア

P10-11

伊根浦舟屋群エリア
P18-19

久美浜・夕日ヶ浦エリア
P08-09

ちりめん街道エリア
P16-17

綾部まちなか
エリア

P14-15

福知山城
エリア

P12-13

夕日ヶ浦
木津温泉

東舞鶴

城崎温泉 小天橋

かぶと山

豊岡

峰山

京丹後大宮

与謝野

天
橋
立

丹後由良

四所大江山口
内宮

二俣

大江

上夜久野

宮津天橋立IC

舞鶴大江IC

与謝天橋立
IC

京丹後大宮IC

舞鶴西IC

綾部安国寺IC

京丹波わちIC
福知山IC

舞鶴東IC

綾部IC

178

178

178

175

482

312

312

482

176

426

173

27

27

27

9

9

178

ちりめん街道

元伊勢籠神社

舞鶴赤れんがパーク

五老ヶ岳公園

黒谷和紙会館 あやべ温泉

舞鶴引揚記念館

あやべグンゼスクエア

くみはまSANKAIKAN

シルクのまち 
かや

舞鶴港 
とれとれセンター

i

i

i

福知山
i

京都
舞鶴港

●

●

●

農匠の郷やくの

久美浜
i

i

i

西舞鶴
i

i舟屋の里伊根

網野
i

伊根の舟屋群
丹後王国「食のみやこ」

海の京都 宮津 i

レンタサイクル

「海の京都」観光案内所

温泉（立ち寄り大浴場あり）

道の駅

港

温泉（立ち寄り大浴場なし）

観光船、遊覧船

天橋立～伊根快速モーターボート

高速バス
（京都交通・丹後海陸交通・阪急バス）

鉄道（京都丹後鉄道）
鉄道（JR、その他）

主な高速道路
バス

※ご利用は各運行会社・観光協会に
　お問い合わせください。

航路

綾部 i

海上ドライブうら嶋船

久美浜湾遊覧船

海軍ゆかりの
港めぐり遊覧船

天
橋
立
観
光
船

●

日出

伊根（伊根浦舟屋群）
●

●伊根湾めぐり日出
伊根湾めぐり遊覧船浜詰・夕日ヶ浦

●

網野駅●

●経ヶ岬展望所

●宇川温泉よし野の里

●琴引浜（鳴き砂海岸・鳴き砂文化館）

●屏風岩

てんきてんき丹後
（立岩・古代の里資料館）

●

天
橋
立
駅

キ
セ
ン
バ
港
館

宮津駅
●
●

●

伊根

●

● 天橋立

宮津

遊漁船とび丸タクシー

伊根町

宮津市

京丹後市

福知山市

綾部市

舞鶴市

与謝野町

綾部JCT

コウノトリの郷

宮
福
線

宮村

喜多

辛皮

大江高校前

大江

公庄

下天津

牧

荒河かしの木台

栗田

宮津

岩
滝
口

宮
豊
線

福知山市民病院口

丹後
神崎

東雲

宮
舞
線

●

元
伊
勢
籠
神
社

（
傘
松
公
園
）

お
車
の
場
合

高
速
バ
ス
の
場
合

名古屋

姫　路 姫　路 和田山 夕日ヶ浦
木津温泉駅久美浜豊　岡

福知山 峰　山

網野駅

与謝野

伊　根

天橋立宮　津

綾　部 東舞鶴西舞鶴京　都

名古屋

東　京

大　阪

新今宮

関西国際空港
大　阪

京 都

京丹後市

福知山IC
福知山市

綾部IC
綾部市

舞鶴大江IC
舞鶴市

与謝野町

舞鶴市

播但連絡道路

中国自動車道

名神高速・北陸自動車道

●姫路方面から天橋立まで約2時間10分
●大阪方面から天橋立まで約2時間20分
●京都（大山崎JCT）方面から天橋立まで約1時間30分
●名古屋方面から天橋立まで約3時間

●�京都交通 〈高速バス〉0773-76-8800 〈路線バス〉0773-75-5000 
http://www.kyotokotsu.jp/

●丹後海陸交通〈高速バス〉0120-15-8814　http://www.tankai.jp/
●阪急バス 06-6866-3147　http://bus.hankyu.co.jp/

舞鶴若狭自動車道

舞鶴若狭自動車道

約15分

約30分

約85分 約45分 約10分

約10分

約5分 約5分 約15分 約7分 約3分

約10分 約10分 約5分

約6分

R176
約5分

約5分

R176
R178
約40分

R1
R9

約120分 名神高速

約45分　　　 約9分

播但連絡道路
福崎IC

長岡京
IC

沓掛
IC

京都南
IC

敦賀JCT 舞鶴東IC 舞鶴西IC

丹波
IC

京丹波
みずほ

IC

京丹波わち
IC

綾部
JCT

吉川JCT

和田山IC 豊岡

約45分

R312

約45分

R178・R312 約15分
東　京 福知山 綾　部 舞　鶴

福知山

大阪国際空港（伊丹空港）

大阪国際空港（伊丹空港）

舞　鶴

福知山 綾　部 舞　鶴

宮津・天橋立 京丹後（峰山）

福知山

舞　鶴

高速長岡京 宮津・天橋立 京丹後（間人）

舞　鶴
京　都

神　戸
［三 宮］

大　阪
［梅 田］

大　阪
［難 波］

R176・R312 約60分

海の京都へのアクセス

日　　本　　海

若　狭　湾

9

9

1

1

8

8

8

9

9

2

27

27

27178

178

176

312

303

162 367

312

312

426

175

176

173

161

305

161

482

21

姫
路

明
石

西
宮神

戸
尼
崎 大
阪

京都 大津

米原

豊岡

福知山

加古川

綾部

小浜

J
R
北
陸
本
線

敦賀

J
R
播
但
線

J
R
福
知
山
線

JR山陽本線

JR東海道本線

天
橋
立

伊
根与

謝
野

宮
津

峰
山

網
野

小
天
橋久

美
浜

夕
日
ヶ
浦
木
津
温
泉

西
舞
鶴

東
舞
鶴

和田山

関西国際空港

中国自動車道

中国自動車道山陽自動車道

大　阪　湾

名神
高速
道路

名神
高速
道路

琵

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

舞鶴若狭自動車道

谷川

綾部安国寺IC
京丹波わちIC

宮津天橋立IC

与謝天橋立IC

京丹後大宮IC

舞鶴大江IC
小浜西IC舞鶴東IC

米原JCT

舞鶴西IC

福知山IC

春日JCT

吉川JCT

福崎IC

山陽姫路東IC

三木JCT

氷上IC

綾部JCT
綾部IC

北
陸
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

JR福知山線

JR小浜線山
陰
本
線

山陰本線
丹波IC

京丹波みずほIC

沓掛IC

大山崎IC
JCT

J
R加

古
川
線

京都縦貫自動車道
京都縦貫自動車道

京都丹後鉄道

播
但
連
絡
道
路

草津JCT

北近畿豊岡自動車道

和田山JCT

新名神高速道路

八鹿氷ノ山IC

養父IC

敦賀JCT

敦賀IC

小浜IC

琶
湖

神戸JCT 吹田JCT

海の京都交通マップ

兵庫

大阪
奈良

三重

石川

富山

岐阜

愛知

香川

徳島

高知
和歌山

鳥取

岡山

福井

滋賀

「海の京都観光圏」

京都

中国自動車道
約30分

R427・R9府道523
約45分

R9 約30分

約30分

与謝天橋立IC

京丹後大宮IC

公
共
交
通
の
場
合

南海電鉄（特急）34分 JR山陰本線30分

丹鉄宮豊線7分

丹鉄宮豊線8分

JR山陰本線8分
丹鉄宮舞線30分

丹後海陸交通（バス）約60分

JR環状線15分

新幹線101分

新幹線39分

JR播但線63分

JR山陰本線65分

JR福知山線90分

JR舞鶴線16分 JR舞鶴線6分

JR山陰本線25分

丹鉄宮福線26分 丹鉄宮豊線4分 丹鉄宮豊線6分 丹鉄宮豊線13分

丹鉄宮豊線12分 丹鉄宮豊線15分

●JR西日本 福知山駅 0773-23-8632　●京都丹後鉄道 0772-25-2323 ●丹後海陸交通〈路線バス〉 0772-42-0321
※�記載の所要時間は特急、快速を使用した最短時間を記載しておりますので、運行状況や乗車される列車によって時間は異なります。

綾部安国寺IC
綾部市

宮津天橋立IC
宮津市

約480分

約22分

約22分 約85分

約25分 約85分

約110分

約90分

約160分

約20分

約17分

約120分

約110分

約120分

約45分

約40分

約40分約160分

約120分

約45分

※�記載の所要時間は、運行状況や乗車されるバス、交通
事情等によって異なります。※記載の所要時間は、交通事情等によって異なります。

京都縦貫自動車道

京都縦貫自動車道

大山崎
JCT

●�くろまつ、あかまつ、あおまつ 
（京都丹後鉄道） P20 �
0772-25-2323

●�天橋立観光船・伊根湾めぐり遊覧船�
丹後海陸交通株式会社 0772-42-0323

●�天橋立〜伊根快速モーターボート 
丹後海陸交通株式会社 0772-22-2164

●�遊漁船とび丸タクシー 
丹後町体験観光組合 080-2527-2558

●�海上ドライブうら嶋船 
�海上ドライブうら嶋船事務所�
090-8886-7617

●�久美浜湾遊覧船 
�バーベキューガーデン無人島�
0772-82-0045

●�海軍ゆかりの港めぐり遊覧船 P11  
�まいづる観光ステーション�
0773-75-8600

●�舞鶴かまぼこ手形 P20  
京都交通株式会社 0773-75-5000

問い合わせ先

伊根町
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